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情報フロンティア研究会（第１回） 議事要旨 

 

1. 日時 平成１７年３月１１日（金） １０時～１２時 

 

2. 場所 総務省 １１０１会議室 

 

3. 出席者（敬称略） 

(1) 構成員 

    岡田仁志、勝屋久、木村忠正、栗原聡、國領二郎、小林徹、齋藤義男、Ｖ．スリラム、 

津田宏、西村毅、柳沼裕忠、矢野貴久子 

(2) 総務省 

    鈴木政策統括官、松井審議官、武田情報通信政策課長、谷地方情報化推進室長、 

内藤情報通信政策課課長補佐 

 

4. 議事概要 

(1) 開会 

(2) 総務省挨拶 

鈴木政策統括官から挨拶があった。 

(3) 開催要綱（案）について 

資料１に基づき、事務局から開催要綱（案）について説明が行われ、了承された。 

(4) 座長選出及び座長代理指名 

開催要綱に基づき、座長には國領構成員が選出された。また、國領座長より座長代理とし

て木村構成員が指名された。また、國領座長より座長代理として木村構成員が指名された。 

(5) 構成員紹介 

(6) 議題 

 ① 今後の進め方について 

  ※資料２、資料３に基づき、事務局から説明 

 

② 柳沼構成員からの発表 

   ※資料４に基づき、柳沼構成員から発表 

 

・使う人の嗜好を理解して、知的に人のやることを予測してくれる究極はボタンが１個しか

ないリモコンの実現を目指す研究がある。こうなるとリモコンは単なる機械でなくなる。

これは「知的統合」の一例であるが、その実現にはまだ解決すべき問題が多く存在してい

ると思う。 

 

・ＩＱ表示ができるような高度な機器は、日本が国際競争に勝てる領域だと思う。 

 

・日本の企業は国内競争中心なので、外部とのコミュニティを形成すると情報が漏れてしま

うという意識があるが、もっと多くの人とのコミュニティの中でうまれたアイディアをマ
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ネジメント側が内生化していくという意味でのイノベーションが必要だと思う。 

 

・家庭に比較的省電力の直流電源を置けば、発電所から高電圧で直・交・直とつなげていく

無駄のある現在の仕組みはあまり必要なくなるのではないか。今後は、交流電源の 200Ｖ

系と直流電源の５Ｖ、10Ｖ系を共存させて、ＩＣＴとモーターなどのバランスを保つよう

にすると良いと思う。 

 

・確かに、今は省電力機器がたくさんあり、エネルギーロスの原因になっている。 

 

・賢い生活者が登場して情報の非対称性が逆転しているが、垂直立ち上げのために、強いマ

ーケットシェアはほとんどとれない。ＡＶやモバイル機器は差別化が難しく、課題山積み

の状態。 

 

③ フリーディスカッション 

 

・フロンティアを広めていく上で一番重要な視点は、エンドユーザのリテラシーをいかに喚

起するかということだと思う。垂直統合型社会の日本では、ＣＩＯがベンダーを替えるこ

とに対して非常に恐怖感を持っていて、初期投資コストばかりに目がいきがちになってい

る。会社の構造、更には社会の構造が、ＩＣＴ導入をサポートできる仕組みになっていな

い。こういう社会構造を５年程度の時間軸で変えていき、ＳＯＡによるメリットをユーザ

が理解し、ＳＯＡを導入することによってＣＩＯが評価され、結果的に会社が強くなると

いう循環が重要だと思う。 

 

・最近「スケールフリーネットワーク」や「スモールワールド」というキーワードが注目さ

れている。例えば、米国人であれば平均６人の仲介者がいれば、どの米国人にでも手紙を

送ることができるという報告がある。知り合いの知り合いを伝っていくと、実はどこかで

つながっているという、よく耳にする話が実は科学的に重要なネットワークの構図だとい

うことが最近分かってきた。これらのネットワークはボトムアップに構成されるもので、

これまでのトップダウン的思考の下発展してきた科学技術とは異なるパラダイムを、いか

に産業面に活用するかという観点からユビキタスの環境を考えると、主役のはずの「人」

に対する注目が弱いと思う。実世界の膨大な情報をいかに吸い取って、ネットの世界と融

合させ、新しい情報インフラとして我々の生活を良くしていくかを考えると、リスク回避

などの課題にもっと貢献できるのではないか。 

 

・Ｗｅｂサービス（ＳＯＡ）、Ｐ２Ｐ、ブログなど比較的新しく成長が見込まれる市場（エ

マージング）において技術・手法・ビジネス概要までは描くことは簡単だと思うが、実際

に重要なのは具体的にトライアンドエラーでエグゼキューション（行動する）ことだと思

う。所謂、そういった新しい技術の上で世の中に役に立つサービス・魅力的なコンテンツ

の提供をすることだが、そのキープレイヤーはベンチャー企業と感じている。ただ実際に

日々ベンチャー経営者・ＶＣの方たちと話をすると日本に一番欠けているのはベンチャー
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企業の経営陣の人材である。人材の流動化・育成を含めて重要な課題だと思う。すぐには

流動化しないので大企業とベンチャーの緩やかな連携（パートナーシップ・アライアンス）

も現実的で重要である。最後にベンチャーも世の中に貢献する重要な仕事の一つだと皆が

認識する社会構造・社会的環境も必要だと思う。日本人は残念ながら欧米人と比較すると

認識の格差が大きいと思う。 

 

・課金からフロンティアを考えてみると、今後は、ピュアなＰ２Ｐ技術により、音楽をつく

った人が、直接聞く人に課金できるようになるだろう。現在、携帯電話で写真を撮って友

達に送っている人が、パソコン持ってビデオで撮ったものを送るようになって、それを更

にブログで一般に公開して、それに誰かが投げ銭をするという世界になったら面白いと思

う。また、電子マネーは記憶力を有するので、同じコミュニティに属している人だという

ことを判断してコンテンツを見せるといったことも可能になるではないか。そういう意味

では、イノベーションを実現していく上で、課金も役に立つのではないかと期待している。 

 

・情報フロンティアについて考えたときに、「無意識」と「コミュニティ」が重要になるの

ではないか。今までは、こういうものだったら使ってもらえるのではないかという発想で

サービスを考えてきたが、今後は、ネットワークを介したプライベート・コンシェルジュ

のような無意識に受けられるサービスを考えていけば、もっと新しい領域が生まれると思

う。また、趣味や嗜好、年齢や性別といった切り口で見ていけば、論理的なコミュニティ

はたくさん存在するので、その中で規則性が見いだされれば、それが市場やニーズを把握

するための一つの指標になるのではないか。 

 

・第一に、アーキテクチャがディストリビュート化されても、基本的な社会・文化がディス

トリビュート化されていなければ、導入するのは非常に難しい。そういう意味で、特に日

本の場合は、技術だけでなく、周りの社会や環境についても考えなければいけないと思う。

第二に、日本を最初の市場にして、そこで勝って外へ行くのか、あるいはいわゆるＢＲＩ

Ｃから始めて、そこで勝って日本へ導入するのか、グローバルネットワークの中でそうい

う考えを持つべきではないか。第三に、今後は、情報による知識が競争力の源になるので、

ハードだけではなく、ソフトについての考え方を変えて、ソフトについても技術投資とし

て認識しなければいけないと思う。 

 

・今後は、今のＯＳとは違うオペレーションでモジュール・コントロールができるような高

度なソフトウェアが必要で、アンバンドルにすればするほど、ソフトウェアが非常に重要

になる。そこはビジネスチャンスとしても重要なポイントだと思う。 

 

・サーチエンジンにおけるフロンティアを考えたときに、検索を含め今のインターネットに

一番欠けているのは、安心・信頼だと思う。インターネットは、今まで匿名性をもとに広

がってきたが、そろそろ変えていかなければいけない。個人情報保護などいろいろと難し

い問題はあるが、匿名性を外せばスパムやフィッシングの抑止力になる。政府、メーカー、

ベンチャーなどが協力して安全なインターネットをつくっていかないと、成りすましなど
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のネガティブなイメージを払拭できず、このままではまずいという懸念を持っている。 

 

・これだけメガコンペティション、破壊的イノベーションが叫ばれると、早く売ってさっと

逃げるモデルでないと儲からないが、日本はスピード感、アジリティ（俊敏さ）が欠如し

ているのでうまくいかない。日本がそれらに弱い原因は、やはり人だと思う。日本の若い

優秀な人たちのやる気を削ぐビジネス・ディシジョン・メーカー（ＢＤＭ）が上の世代に

いるため、やる気のある人たちはスピンアウトしてベンチャーに走らざるを得ないが、ベ

ンチャーを支援する人も、企業内のＢＤＭを説得しなければならず、ベンチャーの人が苦

労するという構図が存在する。そういう意味では、2007 年問題はむしろ日本のチャンス

だと思う。日本の強みは確かにインテグラル型だと思うが、日本がモジュール型に移行し

たとしても、決して日本の強みを失わないと思う。モジュール型、インテグラル型という

のは、両方の要素が組み合わさって初めて社会的に機能するので、単に欧米に追いつくだ

けではなくて、欧米より強くなるモデルを見出す必要があるのではないか。 

 

・個人のＩＴリテラシーは重要だが、個人に行き着く前に、経営者や自治体の長のＩＴリテ

ラシーが非常に重要だと思う。インターネットは自由だからこそ、ルールをつくって自ら

情報発信していかなければいけないツールであり、部署をまたがらないとうまく使いこな

せない。インターネットをうまく使いこなすノウハウをもっと平均化して、経営者と行政

の長が知識として持つようになれば、随分変わっていくのではないか。それをいかに広め

ていくかが課題だと思う。 

 

・技術的なフロンティアとサービスのフロンティアがあり、社会的普及を考えたときに、高

度で最先端を行くニッチのフロンテイアもあれば、Ｇeneral Ｐurpose Ｔechnology（Ｇ

ＰＴ）がマスで広がって社会へ普及していくというマスのフロンティアもあり、サービス

の観点からは切り分けて考えていく必要がある。例えば、早稲田大学理工学部の１～２年

生 200 人のうち、ＳＮＳを使っているのは７％しかしない。ＩＣＴに関連した世界では当

たり前だと思っていることが、実は社会全体では当たり前ではないということがある。ま

た、日本社会全体から考えたときに、ネットワークに対する信頼が非常に薄く、匿名で自

分の足跡を残したくないという風潮がある。例えば、日本では、コミュニケーションのデ

フォルトが携帯電話の文字通信になっており、対面コミュニケーションが非常に希薄にな

っている。したがって、社会・文化の基盤となっている社会的な認識や価値体系を変えて

いく必要があり、それが日本社会全体の一つの大きなフロンティアになっていると思う。 

 

・確実に押さえるべきテクノロジーや理論がある一方で、社会、産業、サービスのフロンテ

ィアを明確に意識しないと、フロンティアの姿は見えないように思う。 

以上 


